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ドッコちゃん ドッコちゃん 酒呑童子 酒呑童子 

福知山市のイメージキャラクター 福知山市のイメージキャラクター 

被被被被被被被被被被災災災災災災災災災災地地地地地地地地地地かかかかかかかかかからららららららららら感感感感感感感感感感謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝のののののののののの手手手手手手手手手手紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙がががががががががが被災地から感謝の手紙が
福福福福福福福福福福知知知知知知知知知知山山山山山山山山山山市市市市市市市市市市にににににににににに届届届届届届届届届届ききききききききききままままままままままししししししししししたたたたたたたたたた。。。。。。。。。。福知山市に届きました。

　東日本大震災の発生以来、市民のみなさんには、たいへん多くの支援、義
援金をお寄せいただき、ありがとうございました。今回、岩手県大槌町の避
難所から、本市にお礼の手紙が届きましたので、ご紹介させていだきます。

6
1　  号のおもな内容

「この秋、全国の「鬼」と「盆踊

り」がやってくる！」

「６月は環境月間です」

「梅雨の時期です。災害への備

えは万全ですか？」　ほか

　

こ
の
度
は
、
私
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
支
援
物
資

を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

津
波
が
来
て
、
家
が
波
と
一
緒
に
流
れ
て
来
る

の
を
見
た
り
、
波
が
引
い
て
建
物
が
無
く
な
り

真
っ
平
ら
に
な
っ
た
大
槌
町
の 
吉  
里  
吉  
里 
地
区
を

き 

り 

き 

り

見
て
、「
絶
望
」
と
い
う
言
葉
し
か
残
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
平
和
だ
っ
た
吉
里
吉
里
は
夢
か
現
実
か
分

か
ら
な
い
く
ら
い
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

避
難
所
生
活
が
始
ま
っ
て
、
夜
、
明
か
り
が
無

く
て
真
っ
暗
の
中
で
寝
る
の
は
怖
か
っ
た
し
、
寒

く
て
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
少
し
す
る
と
い
ろ

い
ろ
な
所
か
ら
た
く
さ
ん
の
支
援
物
資
が
届
き
ま

し
た
。
沢
山
の
食
料
や
毛
布
の
お
か
げ
で
、
お
に

ぎ
り
だ
け
の
生
活
に
も
お
か
ず
や
み
そ
汁
な
ど
が

出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
夜
も
暖
か
く

し
て
寝
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
沢
山
の
支
援

物
資
の
お
か
げ
で
、
前
よ
り
快
適
に
過
ご
す
こ
と

が
出
来
て
い
ま
す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

支
え
て
下
さ
る
皆
様
の
期
待
に
応
え
れ
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岩
手
県
大
槌
町
の
住
民
よ
り

　

今
回
の
大
地
震
は
想
像
を
超
え
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
津
波
で
家
を
失
い
、
現
在
、
大
槌
町
の
避
難
所
で
生
活
し

て
い
ま
す
。

　

大
槌
町
で
は
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
、
日
々
の
生
活
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
初
め
て
私
は
「
人
は
一

人
で
は
生
き
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

毎
日
、
全
国
か
ら
様
々
な
物
資
が
届
き
ま
す
。
そ
の
量
、
種
類

の
多
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
同
時
に
み
ず
知
ら
な
い
私

達
の
為
に
こ
ん
な
に
も
温
か
い
支
援
に
感
動
し
ま
し
た
。
い
つ
か
、

私
を
助
け
て
く
れ
た
人
た
ち
に
恩
返
し
が
出
来
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
た
び
た
び
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
、
不
安
に
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
と
き
に
気
持
ち
を
や
わ
ら
げ

て
く
れ
る
の
が
「
人
」
で
す
。
色
々
な
人
と
話
す
と
気
持
ち
が
軽

く
な
り
、
希
望
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
「
希
望
」
を
み
ん
な
持
つ

よ
う
に
な
れ
ば
、
以
前
の
よ
う
な
暮
ら
し
に
近
づ
い
て
い
け
る
と

思
い
ま
す
。

　
「
希
望
」
は
、
食
事
を
し
た
り
、
入
浴
し
た
り
す
る
だ
け
で
も
私

は
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
あ
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
が
、

そ
う
で
は
な
く
な
り
、「
あ
た
り
前
」
が
今
の
私
た
ち
に
と
っ
て
、

大
切
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
「
あ
た
り
前
」
を
く
れ
る
人
た
ち
に
、
私
は
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
を
少
し
で
も
豊
か
に
し
て
く
れ
る
人
た

ち
に
感
謝
し
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。岩

手
県
大
槌
町
の
女
性
よ
り
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日日
本本「「
鬼鬼
文文
化化
」」交交
流流
祭祭
典典（（
月月

日日（（
土土
））・・

日日（（
日日
））））

１１００

２２９９

３３００

全
国
か
ら
多
く
の
鬼
を
迎
え
、
４
つ
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

鬼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
（
観
覧
に
は
事
前
申
込
が
必
要
）

　

講
演
や
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
、
伝
統
芸
能
の
「
能
」
を
通
し
て
鬼
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

と
き
／　

月　

日
（
土
）
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
（
予
定
）

１０

２９

と
こ
ろ
／
厚
生
会
館
（
西
中
ノ
町
）

内
容
／

▼
講
演
「 
酒  
呑  
童  
子 
伝
説
と
は
何
か
」

し
ゅ 

て
ん 

ど
う 

じ

講
師

 
小  
松  
和  
彦 
さ
ん
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
・
副
所
長
）

こ 

ま
つ 

か
ず 

ひ
こ

▼
パ
ネ
ル
ト
ー
ク

「
鬼
の 
囁 
き－

日
本
人
は
鬼
に
何
を 
託 
し
た
か－

」

さ
さ
や 

た
く

パ
ネ
リ
ス
ト

 
小  
松  
和  
彦 
さ
ん
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
・
副
所
長
）

こ 

ま
つ 

か
ず 

ひ
こ

 
山  
田  
脩  
二 
さ
ん
（
写
真
家
・
日
本
鬼
師
の
会
名
誉
会
長
）

や
ま 

だ 

し
ゅ
う 

じ

 
夢
枕 　
 
獏 
さ
ん
（
作
家
）

ゆ
め
ま
く
ら 

ば
く

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 
川  
村  
雅  
人 
さ
ん
（
株
式
会
社
三
菱
総
合
研
究
所
地
域
経
営
研
究
本

か
わ 

む
ら 

ま
さ 

と

部
研
究
主
査
・
チ
ー
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
）　
　

▼
能
「
大
江
山
」
の
上
演
（ 
金
剛
流 
）

こ
ん
ご
う
り
ゅ
う

観
覧
申
込
／
往
復
は
が
き
で
、
８
月
１
日
（
月
）
か
ら
８
月　

日
２２

（
月
）
ま
で
に
申
込
（
必
着
）。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

生
涯
学
習
課
（
℡　

‐
７
０
６
５
・　
　

‐
４
８
８
０
）

２４

ＦＡＸ
２４

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
℡　

‐
７
０
８
３
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

　

こ
の
秋
開
催
さ
れ
る
第　

回
国
民
文
化
祭
・
京
都
２
０
１
１
の
福
知
山
市
の
実
施
概
要
が
決
定
し
ま
し
た
。上
演
さ
れ
る
こ
と

２６

が
ま
れ
な 
能 「
大
江
山
」や
、世
界
的
に
活
躍
す
る
盆
踊
り
団
体
の 
演  
舞 
な
ど
、国
民
文
化
祭
な
ら
で
は
の
豪
華
な
内
容
と
な
っ
て

の
う 

え
ん 

ぶ

い
ま
す
。く
わ
し
く
は
、７
月
下
旬
に
各
家
庭
に
配
布
す
る
国
民
文
化
祭
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

全
国
鬼
サ
ミ
ッ
ト　
〜
鬼
文
化
・
次
代
へ
つ
な
ぐ
２
０
１
１
・
全
国

の
鬼
よ
再
び
集
い
語
ろ
う
！
〜

　

北
は
北
海
道 
登
別 
市
か
ら
南
は
鹿
児
島
県 
曽  
於 
市
ま
で　

の
鬼

の
ぼ
り
べ
つ 

そ 

お

１３

伝
説
の
市
町
村
（
予
定
）
が
集
合
。
鬼
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

と
き
／　

月　

日
（
日
）
午
前
９
時
〜　

時　

分
（
予
定
）

１０

３０

１１

２０

と
こ
ろ
／
大
江
町
総
合
会
館
（
中
央
）

内
容
／
①
全
国
の
鬼
伝
説
と
ま
ち
づ
く
り
の
紹
介

　
　
　

②
全
国
鬼
サ
ミ
ッ
ト
宣
言　

ほ
か

観
覧
申
込
／
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、
入
場
で
き
る
定
員
が
限

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
大
江
支
所
（
℡　

‐
１
１
０
１
・　
　

‐
２

５６

ＦＡＸ
５６

０
１
８
）

大
江
山
酒
呑
童
子
祭
り

　

毎
年
、
開
催
し
て
い
る
武
者
行
列
や
鬼
芸
能
な
ど
楽
し
い
祭
り

を
、
国
民
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

と
き
／　

月　

日
（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分
（
予
定
）

１０

３０

１０

３０

と
こ
ろ
／
Ｋ
Ｔ
Ｒ
大
江
駅
前
周
辺
（
中
央
）・
大
江
山
酒
呑
童
子
の

里
（
佛
性
寺
）

内
容
／
①
全
国
伝
統
鬼
芸
能：

鹿
児
島
県
無
形
民
俗
文
化
財
「
鬼

追
い
」、
地
元
鬼
芸
能

②
鬼
武
者
・
鬼
・
妖
怪
仮
装
行
列

③
わ
が
町
鬼
自
慢

④
大
江
山
鬼
検
定　

ほ
か

観
覧
申
込
／
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。（
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／
観
光
振
興
課
（
℡　

‐
７
０
７
６
・　
　

‐

２４

ＦＡＸ
２４

４
４
４
０
）

能「大江山」

10 
29・30
（土） （日） 

11
5・6
（土） （日） 

〜
国
民
文
化
祭
・『
日
本
「
鬼
文
化
」
交
流
祭
典
』『
盆
踊
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』の
概
要
が
決
定
し
ま
し
た
〜 

　 源 頼 光  一行が大江山にすむ酒呑童子を退治する伝説を能にした
みなもとのらいこう

もの。上演されることはまれな能であるが、今回、国民文化祭を記
念して、金剛流により特別に上演。金剛流は、能シテ方（主役）五
流派のうち、唯一関西（京都市）に本拠地を置く。今回、酒呑童子
を演じるのは、金剛流宗家の 金  剛  永  謹 さん。

こん ごう ひさ のり

 夢  枕 　 獏 さん
ゆめ まくら ばく

（作家）
 山  田  脩  二 さん
やま だ しゅう じ

（写真家・日本鬼師の会名誉会長）
 小  松  和  彦 さん
こ まつ かず ひこ

（国際日本文化研究センター
教授・副所長）

 川  村  雅  人 さん
かわ むら まさ と

（株式会社三菱総合研究所地域経営研究本部
研究主査・チーフプランナー）
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日
本
の
鬼
の
交
流
博
物
館
特
別
展　

と
き
・
内
容
／

夏
季
特
別
展　

８
月
２
日
（
火
）
〜　

日
３１

（
水
）

「
妖
怪
画
の
中
の
鬼
」

秋
季
特
別
展　
　

月
４
日
（
火
）
〜　

月

１０

１１

　

日
（
水
）

３０「
水
木
し
げ
る
の
描
く
鬼
た
ち
」

※
い
ず
れ
も
月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）

と
こ
ろ
／
日
本
の
鬼
の
交
流
博
物
館
（
仏

性
寺
）

観
覧
申
込
／
申
し
込
み
不
要
。
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
入
館
料
（
一
般
３
１
０
円
・
高
校
生
２

１
０
円
・
小
中
学
生
１
５
０
円
）
が
必
要

で
す
。（
団
体
割
引
あ
り
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／
生
涯
学
習
課（
℡　

‐
２４

７
０
６
５
・　
　

‐
４
８
８
０
）

ＦＡＸ
２４

盆
踊
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
き
／　

月
５
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
６

１１

時　

分
（
予
定
）

５０
と
こ
ろ
／
サ
ン
プ
ラ
ザ
万
助

内
容
／
「
盆
踊
り
を
次
代
へ
引
き
継
ぐ
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換

観
覧
申
込
／
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、

入
場
定
員
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
℡　

‐
７
０
８
３
・　
　

‐
６
５
３
７
）

24

ＦＡＸ
23

都道府県盆踊り（出演団体）

富山県 越中 おわら（富山県民謡越中八尾おわら保存会）
えっちゅう

福井県民踊「 池  田  追  分 け」（池田町民踊保存会）
いけ だ おい わ

和歌山県 濱 の 宮  櫂  踊 り（濱の宮郷土芸能保存会）
はま みや かい おど

奈良県 十  津  川 の 大  踊 り（武蔵踊り保存会）
と つ かわ おお おど

大阪府 河  内  音  頭 （八尾河内音頭まつり振興会）
かわ ち おん ど

滋賀県 江 州   音  頭 （滋賀県江州音頭普及会）
ごうしゅう おん ど

兵庫県デカンショ節（兵庫県篠山デカンショ節保存会）

京都府 久  多  花  笠  踊 り（久多花笠踊保存会）
く た はな かさ おど

京都府
福知山踊り（福知山踊振興会・米傳福踊会・ドッ
コイセ踊り隊）

徳島県 阿  波  踊 り「 阿  波 の 四  季 」（藍吹雪）
あ わ おど あ わ し き

高知県よさこい踊り（ほにや）

鳥取県みつぼし踊り（打吹羽衣音頭の会）

山口県 源  平  壇  之  浦 （下関平家踊保存会馬関連）
げん ぺい だん の うら

沖縄県
エイサー「ミルクムナリ」ほか（琉球國祭り太
鼓京都支部）

★全国からの盆踊り団体★

　

国
民
文
化
祭
の
概
要
や
、福
知
山
市
の
取
り
組
み
、福
知
山
踊
り
の
歴
史
や
大
江
山
の
鬼
伝
説
、市
内
の
文

化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

国
民
文
化
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

h
ttp
://fu

k
u
c
h
iy
a
m
a

‐ko
k
u
b
u
n
s
a
i.jp

盆
踊
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
（
観
覧
に
は
事
前
申
込
が

必
要
）

　

全
国
各
地
か
ら　

の
盆
踊
り
団
体
が
参
加
し
ま
す
。

１６

と
き
／　

月
６
日
（
日
）

１１

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時　

分
（
予
定
）

３０

３０

と
こ
ろ
／
三
段
池
公
園
総
合
体
育
館
（
猪
崎
）

内
容
／
①
全
国
の
盆
踊
り
の
競
演

　
　
　

②
高
校
生
に
よ
る
盆
踊
り
メ
ド
レ
ー
な
ど
演

奏

　
　
　

③
ド
ッ
コ
イ
セ
踊
り
隊
に
よ
る
福
知
山
踊
り

観
覧
申
込
／
往
復
は
が
き
で
、
８
月
１
日
（
月
）
か

ら
８
月　

日
（
月
）
ま
で
に
申
込
（
必
着
）。
応
募
者

２２

多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
℡　

‐
２４

７
０
８
３
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

よさこい　～出演「ほにや」～

サッカー日本代表が大躍進を遂げ、アジアの頂点にたった
今年３月のサッカーアジアカップ。その決勝戦のオープニ
ングセレモニーの会場、カタール・ドーハで、昨年、よさ
こい大賞に輝いた「ほにや」が「よさこい」を披露しまし
た。世界で活躍する「ほにや」がやってきます。

盆盆
踊踊
りり
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル

（（

月月
５５
日日（（
土土
））・・
６６
日日（（
日日
））））

１１１１

阿波踊り・阿波の四季
～出演「藍吹雪」～

日本３大盆踊りの一つ
阿波踊り。今回は選抜
チームが踊りを通して
徳島の春夏秋冬を表現
します。

３００余年の歴史をもつ越中おわら「風の盆」。その
唄と踊りは、叙情豊かで哀調の中に優雅な趣があ
ります。毎年９月１～３日は、２５万人の観光客が集
まります。

出演団体トピックス
越中おわら

～出演「富山県民謡越中八尾おわら保存会」～
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よ
こ
の
カ
ギ

①
福
知
山
踊
り
の
代
名
詞
。「
○
○
○
○
○
踊
り
隊
」
が
活
躍
し
ま

す
。

④
盆
踊
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
地
元
を
代
表
し
て
出
場
す
る
福
知

山
音
頭
と
踊
り
。
そ
の 
地  
方 
は
一
般
に
、 尺
八 
、 三
味
線 
と
何
？

じ 

か
た 

し
ゃ
く
は
ち 

し
ゃ
み
せ
ん

⑦
京
都
国
文
祭
Ｐ
Ｒ
隊
長
の
妹
。 
舞  
妓 
さ
ん
に
あ
こ
が
れ
て
い
る

ま
い 

こ

京
都
大
好
き
女
の
子
は
？

⑧
昭
和　

年
に
第
１
回
国
民
文
化
祭
が
行
わ
れ
た
都
道
府
県
は
？

６１

⑨
昨
年
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
本
番
と
同
じ
三
段
池
公
園
総
合

体
育
館
で
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
高
校
生
、
○
○
○
○
○
生

の
若
い
人
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑩
福
知
山
音
頭
の
歌
詞
に
も
唄
わ
れ
る
明
智
光
秀
の
家
紋
で
、
福

知
山
市
の
花
に
も
な
っ
て
い
る
の
は
？　

⑫
京
都
国
文
祭
で
は
、
府
内
各
市
町
村
で　

を
越
え
る
イ
ベ
ン
ト

７０

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
京
丹
後
市
で
行
わ
れ
る
の
は
、

小
町
○
○
○
「
短
歌
大
会
」。

⑬
京
都
国
文
祭
Ｐ
Ｒ
隊
長
。
ま
ん
ま
る
お
め
め
が
か
わ
い
い
国
文

祭
の
Ｐ
Ｒ
に
活
躍
中
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
？

た
て
の
カ
ギ

①
国
民
文
化
祭
・
盆
踊
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
地
元
代
表
と
し
て

披
露
さ
れ
る
福
知
山
踊
り
の
踊
り
手
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
で
き

た
福
知
山
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
？

②
国
民
文
化
祭
・
日
本
「
鬼
文
化
」
交
流
祭
典
で
、「
能
大
江
山
」

を
上
演
す
る
舞
い
が
す
ば
ら
し
く
「
舞
○
○
○
○
」
と
も
呼
ば

れ
る
、
京
都
ゆ
か
り
の
能
の
流
派
は
何
流
？

③
昨
年
、
盆
踊
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
三

段
池
公
園
総
合
体
育
館
で
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
○
○
○
○
○

郷
土
芸
能
祭
。

④
大
江
山
の
鬼
退
治
に
向
か
う 
源
頼
光 
の
お
と
も
を
し
た

み
な
も
と
の
ら
い
こ
う

 
坂
田
公
時 
の
あ
だ
名
は
、
ま
さ
か
り
か
つ
い
だ
「
金
○
○
○
」。

さ
か
た
の
き
ん
と
き

⑤
日
本
「
鬼
文
化
」
交
流
祭
典
の
鬼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
会
場
と
な

る
の
は
、
福
知
山
市
○
○
○
○
会
館
。

⑥
京
都
府
で
は
、
第　

回
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
る
こ
の
一
年

２６

間
に
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
、
京
都
文
化
年
イ
ベ
ン
ト
○
○
○

と
し
て
一
覧
に
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。　

⑧
京
都
府
に
続
き
来
年
、
第　

回
国
民
文
化
祭
が
行
わ
れ
る
都
道

２７

府
県
は
？

⑪
盆
踊
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
高
知
県
か
ら
出
演
す
る
○
○
こ
い

踊
り
。
や
っ
て
く
る
の
は
、
毎
年
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
こ
の
祭

り
の
昨
年
の
優
勝
チ
ー
ム
で
、
先
ご
ろ
中
東
カ
タ
ー
ル
・
ド
ー

ハ
で
行
わ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
で
も
日
本
代
表
と
し

て
こ
の
踊
り
を
披
露
し
、
世
界
的
に
高
い
評
価
を
受
け
た
団
体

で
す
。

解
き
方
と
応
募
方
法

　

た
て
と
よ
こ
の
カ
ギ
の
問
題
を
解
い
て
、Ａ
―
Ｈ
ま
で
の
色
の
つ
い
た
枠
を
順
に
並
べ
る
と
、ひ
と
つ
の
文
章

が
で
き
ま
す
。

　

は
が
き
に「
答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
」を
ご
記
入
の
う
え
、６
月　

日（
木
）（
当
日
消
印

３０

有
効
）ま
で
に
、〒
６
２
０
‐
８
５
０
１
福
知
山
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
で
国
民
文
化
祭
」係
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で　

人
に
、ま
ゆ
ま
ろ
セ
ッ
ト（
人
形
・
バ
ッ
チ
・
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
）を
お
送
り
し
ま
す
。

２０

当
選
者
の
発
表
は
、商
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ＰＲ隊長
まゆまろ
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東
日
本
大
震
災
の
影
響
や
原
子
力
発
電
所

の
運
転
停
止
に
よ
り
、
節
電
や
省
エ
ネ
へ
の

意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
冷
房
機
器
の

使
用
に
よ
る
電
力
需
要
が
急
激
に
高
ま
り
、

電
力
不
足
も
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

福
知
山
市
で
は
福
知
山
環
境
会
議
と
連
携

し
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
エ
ア
コ
ン
に
頼
ら

な
い
快
適
な
夏
を
過
ご
す
こ
と
を
目
的
に

「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
日
本
一
」
を
め
ざ
し
、

全
市
へ
の
普
及
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
市
立
幼
稚
園
、
小
学
校
お
よ
び

中
学
校
な
ど
の
教
育
施
設
を
は
じ
め
地
域
公

民
館
な
ど
の
公
共
施
設
に
お
い
て
「
み
ど
り

の
カ
ー
テ
ン
」
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
総
延
長
は
５
０
０
㍍
、
面
積
は
１

９
０
０
平
方
㍍
に
も
及
び
ま
す
。

　

あ
な
た
も
自
宅
や
職
場
で
「
み
ど
り
の

カ
ー
テ
ン
」
を
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
炊
飯
ジ
ャ
ー
や
電
気
ポ
ッ
ト
で
の

保
温
は
た
く
さ
ん
の
電
気
を
消
費
し
ま
す
。

ご
飯
は
食
べ
る
分
だ
け
電
子
レ
ン
ジ
で
温
め

な
お
し
、
お
湯
は
必
要
な
時
に
必
要
な
量
を

沸
か
す
な
ど
節
電
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

6
月
は
環
境
月
間
で
す 

「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
で
夏
場
夏
場
の
エ
ア
コ
ン
使
用
を
減

使
用
を
減
ら
し
ま
し

ら
し
ま
し
ょ
う 

「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
で
夏
場
夏
場
の
エ
ア
コ
ン
使
用
を
減

使
用
を
減
ら
し
ま
し

ら
し
ま
し
ょ
う 

「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
で
夏
場
の
エ
ア
コ
ン
使
用
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う 

「みどりのカーテン」とは
「みどりのカーテン」はゴーヤや
あさがお、へちまなどのつる性の
植物を窓際に植え、カーテン状に
育てることで、太陽の日差しをさ
えぎり、また、蒸散作用で葉っぱ
を冷やし涼しい空気を生み出すこ
とができます。

ＪＲ福知山駅の
みどりのカーテン

福知山市みどりの親善大使 

みどりのカーテン自慢コンテスト みどりのカーテン自慢コンテスト みどりのカーテン自慢コンテスト 
　あなたが育てた「みどりのカーテン」の
写真をお寄せください。素敵な作品には、
ゴーヤ先生グッズをプレゼントします。応
募締切は９月１０日（土）到着分まで。 
応募方法／①氏名　②電話番号　③住所　
④工夫やエピソードを記入のうえ、ご自分
のみどりのカーテンの写真１枚を郵便また
はメールで送ってください。 
送付先／ 
〒６２０‐０９１３　福知山市字牧神谷２８５番地 
福知山市環境パーク内 福知山環境会議事
務局（℡ ２２‐１８２７・ＦＡＸ ２２‐４８８１） 
Eメール 
　ｉｎｆｏ＠ｆｕｋｕｃｈｉｙａｍａ-ｋａｎｋｙｏｋａｉｇｉ．ｊｐ 

昨年の最優秀賞 

谷口陽子さん（下荒河）の作品 
たにぐち よう こ 
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《
安
全
に
確
実
に
避
難
す
る
た
め
に
》

　

大
雨
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
は
昼
夜
を

問
わ
ず
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
昨

年
の
７
月　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
、
西
日

１０

１６

本
か
ら
東
日
本
に
か
け
て
非
常
に
激
し
い
雨

が
降
り
ま
し
た
。
徳
島
県
で
は
１
時
間
雨
量

１
０
８
・
５
㍉
㍍
を
記
録
し
、
こ
の
大
雨
に

よ
り
広
島
県
・
島
根
県
・
岐
阜
県
に
お
い
て

死
者
・
行
方
不
明
者
が　

人
で
て
い
ま
す
。

１４

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
安
全
な
場

所
に
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
近
年

で
は
急
激
な
降
雨
に
伴
う
増
水
や
土
砂
災
害

に
よ
る
避
難
中
の
事
故
も
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
豪
雨
の
な
か
で
、
水
の
中
を
移
動
す

る
の
は
急
流
の
川
を
歩
く
よ
う
な
も
の
で
、

流
さ
れ
る
可
能
性
は
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

★
ポ
イ
ン
ト
１
★

浸
水
や
土
砂
崩
れ
が
な
く
、
避
難
路
が
安
全

に
通
行
で
き
る
と
き
は
、
高
い
と
こ
ろ
に
あ

る
避
難
所
に
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

★
ポ
イ
ン
ト
２
★

河
川
か
ら
水
が
溢
れ
た
り
、
水
が
道
路
の
上

を
川
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
と
き
は
、
家
の

２
階
や
近
所
の
高
台
の
家
ま
で
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

★
ポ
イ
ン
ト
３
★

　

土
砂
災
害
の
多
く
は
雨
が
原
因
で
起
こ
り

ま
す
。
１
時
間
に　

㍉
㍍
以
上
、
ま
た
降
り

２０

始
め
か
ら
１
０
０
㍉
㍍
以
上
の
降
雨
量
に

な
っ
た
ら
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。
土
砂

災
害
警
戒
情
報
が
発
令
さ
れ
た
時
や
、
家
の

周
辺
の
様
子
に
異
常
を
感
じ
た
と
き
は
、
安

全
な
避
難
所
に
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

《
市
の
災
害
対
策
》

　

本
市
で
は
平
成　

年
度

２２

に
お
い
て
、
浸
水
が
想
定

さ
れ
る
地
域
に
防
災
行
政

無
線
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

を　

箇
所
増
設
し
ま
し
た
。

１０
ま
た
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
「
ふ
く
ち
や
ま
Ｆ

Ｍ
キ
ャ
ッ
ス
ル
（　

・
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
）」
で
も
避

７９

難
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
大

雨
や
台
風
が
接
近
し
た
際
に
は
注
意
し
て
聞

い
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
・　

年
度
の
２
カ
年

２１

２２

で
、
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
自
治
会
に
１
箇
所
、

想
定
さ
れ
て
い
る
浸
水
の
深
さ
を
示
す
看
板

を
設
置
し
ま
し
た
。
自
宅
が
避
難
の
必
要
な

場
所
で
あ
る
か
の
判
断
や
、
地
域
で
の
防
災

訓
練
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

《
日
頃
か
ら
の
備
え
》

　

災
害
が
起
こ
っ
て
か
ら
の
準
備
で
は
間
に

合
い
ま
せ
ん
。
避
難
が
必
要
な
時
に
、
す
ぐ

に
行
動
で
き
る
よ
う
日
頃
か
ら
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
突
然
の
事
態
に
落
ち

着
い
て
対
応
で
き
る
よ
う
、
普
段
か
ら
次
の

こ
と
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

普
段
か
ら
家
族
や
親
戚
、
あ
る
い
は
自
治

会
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
で
連
絡
体
制
や
避

難
手
順
な
ど
を
確
認
し
、
み
ん
な
で
避
難
す

る
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

市
が
配
布
し
て
い
る
「
防
災
マ
ッ
プ
」
や

「
市
民
の
た
め
の
防
災
の
手
引
き
」
を
再
度

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
総
務
課
防
災
係
（
℡　

‐
７
０
３
６
・　
　

２４

ＦＡＸ
２３

‐
６
５
３
７
）

梅
雨
の
時
期
で
す
。
災
害
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？ 
梅
雨
の
時
期
で
す
。
災
害
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？ 

　

近
年
の
気
象
変
化
に
伴
い
、
狭
い
範
囲
で
短
時
間
の
う
ち
に
大
量
の
雨
が
降
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

急
激
な
河
川
の
増
水
や
土
砂
災
害
に
対
す
る
避
難
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。
目
の
前
に
危
険
が

迫
っ
て
い
な
く
て
も
、「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
な
ど
と
考
え
ず
、
避
難
勧
告
な
ど
あ
れ
ば
早
め
に
避

難
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
は
『
い
つ
』『
ど
こ
で
』
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
突
然
訪
れ
る
い
ざ
と
い
う
時
に
自
ら

の
命
を
守
れ
る
よ
う
、
普
段
か
ら
災
害
に
備
え
た
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地震に対する備えや、大雨、洪水、土砂災害に関する備
えをまとめた「市民のための防災の手引き」と各種「防
災マップ」
お持ちでない人は、総務課、各支所で配布しています。

①
自
宅
周
辺
は
洪
水
や
土
砂
災
害
の
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
避
難
が
必
要
な

場
所
で
は
な
い
で
す
か
？

②
家
族
や
地
域
で
避
難
す
る
場
所
や
安

全
な
避
難
経
路
を
確
認
で
き
て
い
ま
す

か
？

③
市
が
避
難
を
お
知
ら
せ
す
る
サ
イ
レ

ン
は
３
種
類
の
鳴
り
方
が
あ
り
ま
す
。

鳴
り
方
の
違
い
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
意

味
を
確
認
で
き
て
い
ま
す
か
？

④
近
所
で
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

方
な
ど
避
難
に
手
助
け
を
要
す
る
人
を

把
握
で
き
て
い
ま
す
か
？

⑤
災
害
時
に
情
報
を
入
手
す
る
方
法
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

⑥
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
が
で
き
て

い
ま
す
か
？
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水
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
早
い
段
階
で
確

実
に
避
難
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

福
知
山
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
は
ん
濫

発
生
の
危
険
度
が
誰
に
で
も
ひ
と
目
で
わ
か

る
よ
う
、
音
無
瀬
橋
（
呉
服
町
）
の
橋
脚
に

「
は
ん
濫
危
険
水
位
」
な
ど
を
表
示
し
て
い

ま
す
。

　

災
害
時
に
は
、
国
土
交
通
省
や
気
象
庁
、

自
治
体
な
ど
が
発
表
す
る
防
災
情
報
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

○
は
ん
濫
注
意
情
報

は
ん
濫
注
意
水
位
に
達
し
た
場
合
に
発
表

さ
れ
ま
す
。
は
ん
濫
の
発
生
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
市
町
村
か
ら
避
難
準
備
情
報

が
発
令
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○
は
ん
濫
警
戒
情
報

避
難
判
断
水
位
に
達
し
た
場
合
、
ま
た
は

一
定
時
間
後
に
は
ん
濫
危
険
水
位
に
到
達

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
発
表
さ

れ
ま
す
。
市
町
村
か
ら
避
難
勧
告
な
ど
が

発
令
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○
は
ん
濫
危
険
情
報

は
ん
濫
危
険
水
位
に
達
し
た
場
合
に
発
表

さ
れ
ま
す
。
い
つ
は
ん
濫
が
発
生
し
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。

■
国
土
交
通
省
福
知
山
河
川
国
道
事
務
所　

　

調
査
第
一
課

（
℡　

‐
５
１
０
４
・　
　

‐
９
３
８
４
）

２２

ＦＡＸ
２２

　
　

由
良
川
リ
ア
ル
タ
イ
ム
防
災
情
報　
　

【
Ｐ
Ｃ
】

【
携
帯
】

知
っ
て
お
こ
う
！

由
良
川
の
危
険
水
位

http://w
w
w
.fukuchiyam

a.kkr.
m
lit.go.jp/
http://w

w
w
.fukuchiyam

a.kkr.
m
lit.go.jp/keitai/

由良川リアルタイム防災情報
携帯コンテンツサイト

↑上記のＱＲコードを、携帯電話
のバーコードリーダーで読み取っ
て接続してください。

　

平
成　

年
３
月
に
策
定
し
た
「
第
４
次
福

２０

知
山
市
総
合
計
画
」
に
つ
い
て
、
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
や
新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
平
成　

年
度
か
ら
の
後
期
計
画
を
策
定

２４

し
ま
す
。
策
定
に
あ
た
り
、
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
や
施
策
の
大
綱
な
ど
内
容
を
審
議
し

て
い
た
だ
く
た
め
「
福
知
山
市
総
合
計
画
審

議
会
」
を
設
置
し
、
審
議
会
に
参
画
し
て
い

た
だ
け
る
市
民
を
公
募
し
ま
す
。

応
募
で
き
る
人
／
次
の
①
〜
③
を
す
べ
て
満

た
す
人

①
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
通
学
し
て
い
る　
１８

歳
以
上
の
人

②
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、
今
後
の
市

政
の
方
向
や
施
策
に
つ
い
て
建
設
的
な
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
人

③
平
日
昼
間
の
会
議
（
７
月
か
ら　

月
頃
ま

１１

で
に
６
回
程
度
の
会
議
を
予
定
）
に
出
席
で

き
る
人

今
回
募
集
人
数
／
５
人
（
男
２
人
、
女
３
人
）

※
な
お
、
審
議
会
委
員
は
合
計　

人
３５

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
ま

す
。

委
員
の
任
期
／
委
嘱
の
日
か
ら
市
長
に
答
申

す
る
日
ま
で
（
７
月
〜　

月
予
定
）

１１

報
酬
／
会
議
の
出
席
に
応
じ
て
報
酬
（
８
０

０
０
円
）
を
支
払
い
ま
す
。

応
募
方
法
／
郵
便
番
号
・
住
所
（
市
外
在
住

の
人
は
通
勤
・
通
学
地
も
記
入
）・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
応
募
動
機
を
応
募

用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）
ま
た
は
任
意
の
用
紙
に
記
入

の
う
え
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
市
長
公
室
企
画
調
整
係
ま
で
。

募
集
締
切
／
６
月　

日
（
金
）
必
着

２４

■
市
長
公
室
企
画
調
整
係（
〒
６
２
０
‐
８
５

０
１　

福
知
山
市
字
内
記　

番
地
の
１
、℡

１３

　

‐
７
０
３
０
・　
　

‐
６
５
３
７
・
Ｅ
メ
ー
ル

２４

ＦＡＸ
２３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

福福福福福福福福福福福福福福
知知知知知知知知知知知知知知
山山山山山山山山山山山山山山
市市市市市市市市市市市市市市
総総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合合
計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画
審審審審審審審審審審審審審審
議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会
のののののののののののののの
委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員
をををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集
！！！！！！！！！！！！！！

福
知
山
市
総
合
計
画
審
議
会
の
委
員
を
募
集
！

はん濫発生の危険度は「注意」「警戒」「危険」の３段階があり、それぞれ
「はん濫注意水位」「避難判断水位」「はん濫危険水位」と呼ばれています。

今
年
の
防
災
訓
練
は
、
８
月　

日（
日
）に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
地
域
で
行
わ
れ
る
避
難
訓
練
な
ど
に
は
、
積
極
的
に
参
加

２８

し
ま
し
ょ
う
。
■
総
務
課
防
災
係
（
℡　

‐
７
０
３
６
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

地
域
防
災
訓
練
に
参
加
を　
！！

kikaku@
city.fukuchiyam

a.kyoto.jp

※市のホームページ（市長の部屋） 
　で閲覧できます。 

　

日（
日
）　

い
い
ご
夫
婦
ア
ワ
ー
ド

２２
　

み
わ
・
ダ
ッ
シ
ュ
村（
下
川
合
）で
開

催
の「
い
い
ご
夫
婦
ア
ワ
ー
ド
」表
彰

式
に
出
席
し
た
。「
2
0
1
1
年
5
月

　

日（
い
い
ご
夫
婦
）」に
ち
な
ん
だ

２２ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、万
人
の
興
味
関
心
を

ひ
く
良
い
企
画
だ
と
思
っ
た
。表
彰
式

に
は
、結
婚　

年
以
上
を
迎
え
ら
れ

５０

た
3
組
の
ご
夫
婦
が「
い
い
ご
夫
婦
」

と
し
て
認
定
さ
れ
、お
互
い
を
敬
い
感

謝
し
あ
っ
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
大
変

感
動
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、同
会
場
内
に
完
成
し

た
ば
か
り
の
高
さ　

・
9
㍍
に
も
な

２２

る
ギ
ネ
ス
級
の
巨
大
ブ
ラ
ン
コ
が
あ

り
、そ
の
大
き
さ
に
驚
い
た
。さ
す
が

は
世
界
一
で
あ
る
。ブ
ラ
ン
コ
前
で
は
結
婚
式
を

挙
げ
る
カ
ッ
プ
ル
や
演
奏
会
、靴
飛
ば
し
大
会
の

ほ
か
、重
さ
1
0
0
㌔
㌘
以
上
も
あ
る
巨
大
い

な
り
寿
司
も
登
場
し
、盛
り
上
が
っ
た
。

　

今
回
、こ
の
よ
う
な
地
域
を
元
気
づ
け
る
、明

る
く
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。今
後
も
明
る
く
元
気
な

話
題
が
、た

く
さ
ん
本
市

か
ら
全
国
発

信
で
き
る
こ

と
を
期
待
す

る
。

※市のホームページ（市長の部屋）で閲覧できます。
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
料
の
料
率
は
、

国
保
加
入
者
の
み
な
さ
ん
の
医
療
費
な
ど

の
経
費
を
ま
か
な
う
た
め
、
所
得
・
加
入

者
数
な
ど
の
状
況
に
よ
り
、
各
市
町
村
が

毎
年
定
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
国
保
料
率
は
、
合
併
協

２３

議
事
項
で
定
め
ら
れ
た
と
お
り
、
医
療
分

に
つ
い
て
旧
市
町
ご
と
の
不
均
一
を
終
了

し
、
お
住
ま
い
の
住
所
に
関
係
な
く
、
全

市
統
一
で
定
め
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
国
保
料
は
、
昨
年
度
と

２３

同
様
一
人
当
た
り
平
均
保
険
料
を
据
え
置

き
と
し
、
料
率
そ
の
も
の
も
変
更
し
ま
せ

ん
。
旧
三
町
区
域
に
つ
い
て
は
、
合
併
協

議
事
項
で
定
め
ら
れ
た
と
お
り
段
階
的
に

引
き
上
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
よ
り
医
療
分
に
つ
い
て

の
最
高
限
度
額
が　

万
円
に
、
後
期
高
齢

５１

者
支
援
分
に
つ
い
て
の
最
高
限
度
額
が　
１４

万
円
に
、
介
護
保
険
分
に
つ
い
て
の
最
高

限
度
額
が　

万
円
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

１２

　

み
な
さ
ん
が
お
支
払
い
に
な
る
国
保
料

は
大
切
な
財
源
で
す
。
お
互
い
の
助
け
合

い
で
成
り
立
っ
て
い
る
国
保
制
度
に
ご
理

解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
６
月
は
国
保
料
の
算
定
月
で
す　

期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
国
保
料
は
、
平
成　

年

２３

２２

中
の
所
得
と
被
保
険
者
数
な
ど
に
よ
り
算

定
し
、
６
月
か
ら
３
月
ま
で
の　

期
に
分

１０

け
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
６
月
中
旬
に
決
定
通
知
書
を
郵
送

し
ま
す
。
定
め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

特
別
な
理
由
も
な
く
国
保
料
を
滞
納
す
る

と
、
被
保
険
者
証
を
返
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
受
け
た
り
し

ま
す
。

●
国
保
料
の
軽
減
に
つ
い
て

　

平
成　

年
３
月　

日
以
降
に
会
社
都
合

２１

３１に
よ
り
離
職
し
た
人
の

う
ち
、
雇
用
保
険
の
特

定
受
給
資
格
者
お
よ
び

特
定
理
由
離
職
者
と
し

て
求
職
者
給
付
を
受
け

る
人（
受
け
て
い
た
人
）

に
つ
い
て
は
、
申
請
に

よ
り
前
年
の
給
与
所
得

を
１
０
０
分
の　

に
減

３０

額
し
て
国
保
料
を
減
額

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
保
険
課
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
保
険
課
国
保
料
係

（
℡　

‐
７
０
１
９
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

支援分介護分医療分
２３年度２２年度２３年度２２年度２３年度２２年度

２．２０％２．２０％２．３３％２．３３％７．９０％７．９０％基準総所得金額の所得割旧
福
知
山
市
区
域

７，４４０円７，４４０円８，５８０円８，５８０円２６，２００円２６，２００円１人につき均等割

５，０００円５，０００円４，６００円４，６００円１７，４６０円１７，４６０円１世帯につき平等割

７．３７％基準総所得金額の所得割旧
三
和
町
区
域

土地家屋税額の資産割

２２，１３０円１人につき均等割

１４，７９０円１世帯につき平等割

７．３１％基準総所得金額の所得割旧
夜
久
野
町
区
域

土地家屋税額の資産割

２２，７３０円１人につき均等割

１５，４５０円１世帯につき平等割

６．８５％基準総所得金額の所得割旧
大
江
町
区
域

土地家屋税額の資産割

２３，０９０円１人につき均等割

１６，２００円１世帯につき平等割

１４０，０００円１３０，０００円１２０，０００円１００，０００円５１０，０００円５００，０００円最高限度額

全区域
統一料

率で 賦
  課 

ふ か

基準総所得とは総所得金額から基礎控除（３３万円）を差し引いた金額で、青色専従者
給与等控除・長期譲渡所得特別控除が適用されます。

国
民
健
康
保
険
料
の
平
成　

年
度
料
率
が
決
定
し
ま
し
た

２３

一
人
あ
た
り
の
平
均
国
保
料
、
料
率
共

に
据
え
置
き
、
旧
三
町
区
域
で
は
段
階

的
に
引
き
あ
げ
ま
し
た
。

世帯主６３歳（営業所得２００万円）

妻６５歳（所得０円）　　　　　　

子３０歳（給与所得１００万円）　　
医療分｛（２００万円－３３万円）＋（１００万円－３３万円）｝×７．９㌫＋

２６，２００円×３人＋１７，４６０円＝２８０，９２０円（１０円未満切捨て）
支援分｛（２００万円－３３万円）＋（１００万円－３３万円）｝×２．２㌫＋

７，４４０円×３人＋５，０００円＝７８，８００円（１０円未満切捨て）
介護分（２００万円－３３万円）×２．３３㌫＋８，５８０円×１人＋４，６００円

＝５２，０９０円（１０円未満切捨て）※４０歳～６４歳が対象
世帯の保険料　２８０，９２０円＋７８，８００円＋５２，０９０円＝４１１，８１０円
（参考：平成２２年度の旧福知山市区域のモデルケース　４１１，８１０円）

（年　額）

モデルケース
国保ひと口メモ

「「「「「「「「「「「「「「所所所所所所所所所所所所所所得得得得得得得得得得得得得得のののののののののののののの申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告ははははははははははははははおおおおおおおおおおおおおお済済済済済済済済済済済済済済みみみみみみみみみみみみみみでででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかかかか「所得の申告はお済みですか？？？？？？？？？？？？？？」」」」」」」」」」」」」」？」
　国民健康保険の被保険者の人は、所得が
なくても市･府民税の申告が必要です。未申
告だった場合
●国民健康保険料の軽減対象とならず、保
険料が高くなります。
●高額療養費の給付ができないことがあり
ます。
　後日申告をすることも可能ですが、申告が
遅れると、一時的に高い保険料を支払ってい
ただいたり、限度額・適用認定証がすぐに発
行できなかったりします。
■保険課国保料係（℡２４‐７０１９・ＦＡＸ２３‐６５３７）
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　福知山市国際交流ネットワーク会議（ 塩  見  日  出  勝 会長）では、国際交流活動に理解と意欲のある人
しお み ひ で かつ

のボランティアの登録を受け付けています。登録後は、外国籍市民のみなさんとの交流イベントや、
ホームステイ時のホストファミリー、通訳・翻訳、文化・得意分野紹介、ネットワーク活動支援など
で活躍いただきます。

福知山市国際交流ネットワーク会議事務局（企画政策部まちづくり推進課内　℡　２４‐７０３３）

ホストファミリー、通訳・翻訳、
文化・得意分野紹介、

ネットワーク活動支援などなど

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

６
月　

日（
木
）〜
６
月　

日（
水
）の
１
週
間
は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。性
別
に
関
わ
ら
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
自
己
実
現
で
き

２３

２９

る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。　

■
人
権
推
進
室
男
女
共
同
参
画
推
進
係（
℡　

‐
７
０
２
２
・　
　

‐
６
５
３
７
）

２４

ＦＡＸ
２３

「
チ
ャ
ン
ス
を
分
か
ち
、未
来
を
拓
こ
う
」

介
護
者
激
励
金
の
支
給
制
度
が
あ
り
ま
す

　

７
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
介
護
保
険
法

に
規
定
す
る
要
介
護
認
定
に
お
い
て
、
要
介
護

４
ま
た
は
５
と
判
定
さ
れ
、
そ
の
状
態
が
６
カ

月
以
上
継
続
し
て
い
る　

歳
以
上
の
人
を
在
宅

６５

で
介
護
し
て
い
る
人
に
、
介
護
者
激
励
金
を
支

給
し
ま
す
。

　

支
給
に
際
し
、
介
護
者
お
よ
び
要
介
護
者
の

世
帯
員
の
所
得
要
件
が
あ
り
ま
す
。（
市
民
税
所

得
割
額
が
５
万
円
以
下
）

支
給
金
額
／
３
万
円
（
年
度
１
回
限
り
）

申
請
期
間
／
７
月
１
日（
金
）〜　

日（
金
）

１５

　

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

申
請
方
法
／
所
定
の
申
請
書
を
高
齢
者
福
祉
課

高
齢
福
祉
係
（
℡　

‐
７
０
７
３
、　

　

‐
６

２４

ＦＡＸ
２３

５
３
７
）
ま
た
は
各
支
所
窓
口
相
談
係
ま
で
。

　

市
の
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
（
計　

館
）

１０

が
合
同
で
、
児
童
が
遊
び
を
通
し
て
お
互
い
を

大
切
に
し
、
友
達
の
輪
を
広
げ
て
、
児
童
の
健

全
な
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
を
育
む
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
日
頃
の
児
童
館
の
活
動

内
容
も
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
／
６
月　

日（
土
）

２５

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

と
こ
ろ
／
三
段
池
公
園
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア

リ
ー
ナ
（
猪
崎
）

テ
ー
マ
／
「
ひ
ろ
が
れ
！
友
だ
ち
の
輪
・
あ
つ

ま
れ
！
福
知
山
や
ん
ち
ゃ
っ
子
」

内
容
／

　

：
　

〜　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
龍
谷

１０

００

大
学
バ
ト
ン
・
チ
ア
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
）
〜
開

会
挨
拶

　

：

　

〜　
各
児
童
館
Ｐ
Ｒ
・
各
コ
ー
ナ
ー
開
始
、

１０

２５

創
作（
オ
リ
ジ
ナ
ル
き
ん
ち
ゃ
く
・
バ
ネ
ッ
コ
・

お
り
が
み
凧
・
ハ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
折
鶴
）、遊

び（
巨
大
迷
路
・
ふ
わ
ふ
わ
鬼
・
バ
ネ
ッ
コ
と
ば

し
・
お
り
が
み
凧
と
ば
し
な
ど
）、人
権
啓
発「
長

崎
平
和
学
習
の
旅
」・「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
」Ｐ
Ｒ
コ
ー

ナ
ー
、人
権
啓
発
ビ
デ
オ
上
映
コ
ー
ナ
ー

　

：

　

〜　
音
楽
演
奏
と
フ
ロ
ア
ド
リ
ル
演
技

１３

４５

（
京
都
府
警
察
音
楽
隊
・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
）、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
し
た
子
ど
も
達
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
曲
「
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」
手

話
を
交
え
て
合
唱
な
ど
予
定

　

：

　

〜　
チ
ア
ダ
ン
ス
演
技（
カ
ワ
イ
ダ
ン
ス

１４

３０

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
）

　

：

　

〜　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ　

世
界
に
届
け
み

１４

４５

ん
な
の
歌
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
全
員
合

唱
〜
閉
会

第
10
回
「
や
ん
ち
ゃ
フ
ェ
ス
タ
」 

　
　 

2
0
1
1
児
童
館
ま
つ
り
開
催 

国
民
年
金
保
険
料　
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免
除
・
一

部
免
除
）・
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特

例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場
合
、

保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
よ
り
も
老
齢
基
礎

年
金
の
受
け
取
り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、
将

来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め

に
、　

年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

１０

る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降

に
追
納
さ
れ
る
と
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定

の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

■
市
民
課
国
民
年
金
係
（
℡　

‐
７
０
５
７
・

２４

　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

■
丘
児
童
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
３
５
４
９
・　
　

２３

ＦＡＸ
２３

‐
３
５
４
９
）

昨年度のようす

5 7日（土）～10日（火） 
小惑星探査機「はやぶさ」小惑星探査機「はやぶさ」
帰還カプセル展示帰還カプセル展示

ンや親子連れなどが熱心に見入っていました。
※なお、児童科学館プラネタリウムでは、７年間の「はやぶさ」の冒険を描いた作品（４５
分番組）を、来年２月まで上映しています。
■児童科学館（入館料／おとな３１０円、４歳～中学生１５０円・℡２３‐６２９２・ＦＡＸ２３‐６３４０）

まちかど 
ウオッチング 

　小惑星イトカワから帰還した「はやぶさ」帰
還カプセルの展示を、北近畿で初めて三段
池公園総合体育館（猪崎）で開催し、４日間で
４９１０人が来場しました。宇宙から実際に戻っ
たカプセルの電子機器やパラシュートのほか、
打ち上げから帰還までの７年間の記録を紹
介した映像やパネルなどを、訪れた天文ファ

「広報ふくちやま」
にあなたが写って
いたら、写真（L判）
を１枚差し上げます。
■市長公室広報
係（℡２４‐７０００）
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送迎対象地域（最寄の公民館等に
送迎します）
中央保健福祉センターエリアで
は実施しませんので、ご了承くだ
さい。

子
宮
が
ん
検
診

前
立
腺
が
ん
検
診

肺
が
ん
／
結
核
検
診

大
腸
が
ん
検
診

胃
部
Ａ
Ｂ
Ｃ（
血
液
）検
診

胃
部
（
Ｘ
線
）
検
診

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

後
期
高
齢
者
健
診

特　

定　

健　

診

会　　　場実　施　日

大江地域　北陵地域○○○○○○○北部保健福祉センター（大江町中央）午後８月２日（火）①
川合地域○○○○○○○川合集落センター（上川合）午後８月３日（水）②

○○○○○○○日新コミュニティーセンター（石原）午後８月４日（木）③
○○○○○中央保健福祉センター（北本町二区）午前８月５日（金）④

細見地域○○○○○○東部保健福祉センター（千束）午前８月１０日（水）⑤
○○○○○○○中央保健福祉センター（北本町二区）午後８月１０日（水）⑥

実施日・会場・内容

８月の集団健診のお知らせ　申し込み制 特定健診・後期高齢者健診・生活習慣病予防
健診・各がん検診などを実施します。

＊健診日の１カ月前までにお申し
込みください。申し込まれた人に
は、後日　問診票・注意事項など
をお送りします。
送迎についてのご相談、お問い合
わせは、各保健福祉センターまで
ご連絡ください。

５００円４０歳（Ｓ４７．３．３１生以前）以上で福知山市国民健康保険加入者特定健診
無料市から後期高齢者医療保険者証の交付を受けている人後期高齢者健診
１，０００円３０歳～３９歳（S４７.４.１～ S５７.３.３１生）生活習慣病予防健診
５００円４０歳以上 (S４７.３.３１生以前 )胃部検診（Ｘ線検査）
５００円今年度４０・４５・５０・５５・６０・６５歳 (H２４.３.３１現在）胃部ＡＢＣ検診（血液検査）
無料(たんの検査は５００円）４０歳以上 (S４７.３.３１生以前 )肺がん検診
無料６５歳以上 (S２２.３.３１生以前 )結核検診
１００円４０歳以上 (S４７.３.３１生以前 )大腸がん検診
２００円５０歳以上の男性 (S３７.３.３１生以前 )前立腺がん検診
７００円２０歳以上の女性（H４.３.３１生以前 )子宮がん検診

対
象
年
齢
・
費
用

＊７０歳以上の人は無料です。
＊６９歳以下で市民税非課税世帯・生活保護世帯の人は無料制度がありますので、事前に各保健福祉センターまでお問い合わせください。
＊６５～６９歳で、後期高齢者医療に加入している人は、後期高齢者健診が無料になります。必ず被保険者証をお持ちください。（がん検診は除く）
お申し込み・お問い合わせ先　■中央保健福祉センター（℡２３‐２７８８・ＦＡＸ２３‐５９８８）…③④⑥　■東部保健福祉センター（℡５８‐２０９０・ＦＡＸ５８‐３０１３）…②⑤
　　　　　　　　　　　　　　■北部保健福祉センター（℡５６‐２６２０・ＦＡＸ５６‐２０１８）…①

　

中
高
年
に
な
る
と
膝
関
節
痛
で
歩
き

に
く
く
な
る
人
が
増
え
て
き
ま
す
。

　

健
康
運
動
指
導
士
か
ら
、
膝
痛
予
防

に
効
果
的
な
運
動
を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
！

と
き
／
６
月　

日
（
土
）

２５

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

と
こ
ろ
／
北
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
江
町
中
央
）
Ｋ
Ｔ
Ｒ
大
江
駅
か
ら

徒
歩
約
３
分

対
象
者
／
お
お
む
ね　

歳
〜　

歳
の
市

５０

７０

民
で
、
現
在
膝
の
痛
み
の
な
い
人

※
整
形
外
科
な
ど
で
治
療
中
の
人
は
、

痛
み
が
な
く
て
も
主
治
医
に
相
談
の
う

え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
／
約　

人
（
先
着
順
）

２０

内
容
／
膝
痛
予
防
に
関
す
る
健
康
運
動

指
導
士
の
講
義
と
実
技

講
師
／
健
康
運
動
指
導
士　
 
道  
端  
明  
子 

み
ち 
は
た 
め
い 

こ

さ
ん

参
加
費
／
無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
６
月　

日
２２

（
水
）ま
で
に
、窓
口
ま
た
は
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
で
北
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

※
土
曜
日
の
開
催
で
す
。
仕
事
を
さ
れ

て
い
る
人
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
北
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡　

‐
２
６
２
０
・　
　

‐
２
０
１
８
）

５６

ＦＡＸ
５６

「 
膝  
痛 
予
防
く
ら
ぶ
」

ひ
ざ 

い
た

受
講
者
募
集
！

６月の肺がん結核検診の 
お知らせ 
検診車が右記の会場を巡回します。 
＊申し込み不要。直接会場へお越しくださ
　い。問診票は、会場に用意しています。 

費　　用／無　料（たんの検査　５００円） 
対　　象／４０歳以上の市民 
注意事項／最後の胸部レントゲン検査から

6カ月以上は間隔をあけてくだ
さい。 
妊娠中・妊娠の可能性のある
人は受けられません。 

検診車が会場を 
巡回します 

お問い合わせ受付時間会　　場月　日

中央保健福祉センター 
℡２３‐２７８８ 
ＦＡＸ２３‐５９９８

９：１５～９：３０篠尾中央集会所（下篠尾）

６月８日
（水）

９：４５～１０：００正明寺公民館（正明寺）

１０：１５～１０：３０向野集会所（向野）

１０：４５～１１：１５竹毛希望の家（昭和新町）

東部保健福祉センター 
℡５８‐２０９０ 
ＦＡＸ５８‐３０１３

１６：００～１６：１５寺尾公民館（寺尾）６月９日
（木） １６：３０～１６：４５草山公民館（草山）

中央保健福祉センター 
℡２３‐２７８８ 
ＦＡＸ２３‐５９９８

９：００～９：１５大呂公民館（大呂）

６月１０日
（金）

９：３０～９：４５KTR下天津駅（下天津）

１０：００～１０：１５波江公会堂（波江）

１０：３０～１０：４５下川口会館（勅使）

１１：００～１１：１５牧公民館（牧）

西部保健福祉センター 
℡３７‐１２３４ 
ＦＡＸ３７‐１２４３

１６：００～１６：１５野笹公会堂（野笹）

１６：３０～１６：４５梅谷公民館（梅谷）
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食
中
毒
予
防
の
３
原
則

原
因
菌
を

●　
つ
け
な
い
！
（
手
洗
い
・
清
潔
）

・
手
、
調
理
器
具
を
き
れ
い
に
す
る
。

・
清
潔
な
手
で
清
潔
な
調
理
器
具
を
使

い
、
清
潔
な
食
器
に
盛
り
つ
け
る
。

●　
増
や
さ
な
い
！

　
（
早
く
食
べ
る
・
冷
却
す
る
）　

・
食
品
は
常
温
で
放
置
し
な
い
。

・
冷
蔵
庫
内
に
詰
め
込
み
す
ぎ
ず
、
庫

内
温
度
に
注
意
す
る
。

・
冷
蔵
庫
の
過
信
は
食
中
毒
の
も
と
。

長
期
保
存
は
せ
ず
、
早
め
に
使
い
き

る
。

●　
死
滅
さ
せ
る
！
（
加
熱
殺
菌
）

・
食
品
は
十
分
に
熱
を
加
え
る
。

・
加
熱
は
食
品
の
中
心
部
ま
で
。

・ 
煮  
沸 
で
き
る
も
の
は
煮
沸
す
る
。

し
ゃ 
ふ
つ

■
福
知
山
市
健
康
危
機
管
理
対
策
会
議

（
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　

℡　
２３

‐
２
７
８
８
・　
　

‐
５
９
９
８
）

ＦＡＸ
２３

　本市において、平成２１年４月から実施している
妊婦歯科健康診査の受診率は、初年度は３１．２㌫、
昨年度は４３．４㌫と上昇傾向にありますが、まだ
まだ受診率は低く、さらに受診された妊婦の８０㌫
に「治療や定期健診が必要（「要治療」６０㌫・「要
指導」２０㌫）」という診断結果が見られたことは大
変な驚きでした。
　妊娠時は、唾液の分泌量が低下し、特に女性ホル
モンを好む歯周病菌が増加することで、より一層歯
周病にかかりやすくなります。その歯周病菌が作り
出す炎症物質は、陣痛や子宮の収縮を誘発し、早産
や低体重児出産を引き起こす可能性があります。
　また、つわり時にはブラッシングが十分に行え
ない妊婦が多く見られ、この時期の 口  腔 清掃は、

こう くう

つわりが治まっている時にしっかりとブラッシン
グなどを行うために、次のひと工夫が必要です。
①ヘッドの小さい歯ブラシを使用する。
②歯ブラシは鉛筆のようにもち、小刻みに動かす。
③ブクブクうがいをこまめに行う。
④食後すぐにキシリトールガムを噛む

などです。
　一方、赤ちゃんは、虫歯菌も歯周病菌ももたな
い無菌状態で生まれてきます。しかし、虫歯や歯
周病を放置したお母さんが口に含んだスプーンで、
離乳食を与えると、お母さんの口の中の細菌が赤
ちゃんに移行することがあります。これを 垂直 感

すいちょく

染と言います。両親や周りの家族からの垂直感染
が起こると、赤ちゃんの口の中で細菌層が形成さ
れ、生涯を通して歯科疾患を引き起こしやすい環
境になることもあります。
　これらの事項を十分に理解していただき、健康
で安定した母体で出産を迎えるためにも、妊婦歯
科健康診査を積極的に受け、自分のお口の状態を
正確に把握しましょう。また、治療や指導が必要
な人は、早期にかかりつけの歯科医院で受診し、
親子で虫歯ゼロを目指しましょう。（丹波歯科医師
会）
■中央保健福祉センター
　（℡２３‐２７８８・ＦＡＸ２３‐５９９８）

無料 市民公開講座 第13回日本医療マネジメント学会学術総会 市民公開講座 市民公開講座 
　福知山市民病院　香川惠造院長が会長を務め、日本医療マネジメント学会の全国学術総会を京都市で
開催いたします。その中の市民公開講座として、市田ひろみさんに、日々の暮らしの中で受けつがれて
　　　　　　　　　　　　　　　　きた「京のおもてなし」について語っていただきます。ふるってご
　　　　　　　　　　　　　　　　 参加ください。 

○と　き／６月２５日（土）午後４時３０分～５時３０分 
　　　　　受付開始は午後４時から 
○ところ／京都会館１階第１ホール 
○内　容／京のくらし 
　　　　　～ぶぶ漬けでも　どうどす？～ 
○講　師／服飾評論家　市田ひろみさん 
○入場料／無料 
○その他／事前申し込みの必要はありません。 
　　　　　直接会場へお越しください。 
■問い合わせ先／ 
　福知山市民病院総務課企画電算係（℡２２‐２１０１・ＦＡＸ２２‐６１８１） 

か がわ けい 

いち だ 

いち だ 

ぞう 

妊婦歯科健康診査を受けましょう

食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い 

　
　
　
季
節
に
な
り
ま
し
た
！ 
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本
市
公
共
下
水
道
区
域
と
農
業
集

落
排
水
地
区
に
設
置
の
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
場
で
、水
中
ポ
ン
プ
な
ど
の

故
障
を
知
ら
せ
る
操
作
盤
上
部
の
回

転
灯（
黄
色
）が
点
灯
し
て
い
る
場
合

に
、周
辺
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご

連
絡
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
電
話
番

号
を
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
化
し
ま
し
た
。

電
話
番
号
は

℡
０
１
２
０
‐
３
９
８
‐
７
６
５　
で
す
。

　

電
話
の
際
に
は
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
場
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
施
設
の
維
持
管
理
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
下
水
道
維
持
課
（
℡　

‐
２
０
８

２３

６
・　
　

‐
６
９
２
５
）

ＦＡＸ
２４

水
に
溶
け
な
い
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、油
な
ど
は
、下
水
道
管
の
つ
ま
り
や
水
中
ポ
ン
プ
の
故
障
、下
水
処
理
機
能
の
低
下
の

原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、下
水
道
施
設
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。　

■
下
水
道
管
理
課（
℡　

‐
２
０
８
４
・　
　

‐
６
９
２
５
）

２３

ＦＡＸ
２４

下
水
道
部
か
ら
の
お
願
い

下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

故
障
時
の
連
絡
先
電
話
番
号

故
障
時
の
連
絡
先
電
話
番
号

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
化

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
化

（
通
話
料
無
料
）

（
通
話
料
無
料
）

回転灯 
（黄色） 

マンホールポンプ場名 
記載例）○○○□号 

マンホールポンプ場名 
記載例）○○○□号 

回転灯 
（黄色） 

　

日
頃
の
創
作
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
、

市
の
文
化
拠
点
施
設
「
厚
生
会
館
」
で
展

覧
会
を
企
画
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個

人
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
／
６
月　

日
（
金
）
〜

１０

　
　
　
　
　

６
月　

日
（
木
）

３０

募
集
数
／
お
お
む
ね
５
グ
ル
ー
プ（
個
人
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
ま

す
。

応
募
資
格
お
よ
び
条
件
／

①
本
市
出
身
・
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
高

校
生
か
ら
一
般
の
人
で
、
本
市
を
中
心
に

文
化
芸
術
活
動
を
し
て
い
る
人
ま
た
は
活

動
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
で
組
織
さ
れ
た

グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
。

②
展
示
内
容
は
、絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
写

真
・
書
の
市
展
の
区
分
を
基
本
と
し
ま
す
。

③
規
模
・
規
格
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
会
場

の
ス
ペ
ー
ス
を
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

④
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
。

展
覧
会
会
場
／
厚
生
会
館
中
会
場
ま
た
は

小
会
場
（
２
）

展
覧
会
期
間
／
平
成　

年
９
月
〜
平
成　

２３

２４

年
３
月
ま
で
の
４
日
間

※
厚
生
会
館
の
空
状
況
に
よ
り
、
申
込
者

と
調
整
し
て
決
定
し
ま
す
。

参
加
料
／
１
グ
ル
ー
プ　

１
万
５
０
０
０

円
（
冷
暖
房
代
・
パ
ネ
ル
代
含
む
）

応
募
方
法
／
申
込
用
紙
を
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
ま
で
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
・
厚

生
会
館
の
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
℡　

‐
７
０
３

２４

３
・　
　

‐
６
５
３
７
）

ＦＡＸ
２３

　

図
書
館
で
は
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の

普
及
を
目
的
に
、
絵
本
作
家
の 
村  
上  
康  
成 

む
ら 
か
み 
や
す 
な
り

さ
ん
を
お
迎
え
し
、「
子
ど
も
読
書
の
日
」

記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
／
７
月　

日
（
土
）
午
後
２
時
〜

１６

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室

３１

　
　
　
　
（
内
記
三
丁
目
）

内
容
／
お
は
な
し
会
＆
講
演
会

　
　
　
「
子
ど
も
と
楽
し
む
絵
本
の
世
界
」

講
師
／ 
村  
上  
康  
成 
さ
ん
（
絵
本
作
家
）

む
ら 
か
み 
や
す 
な
り

参
加
料
／
無
料

定
員
／
幼
児
〜
一
般　

１
０
０
人
（
先
着

順
）

申
込
受
付
開
始
日
／
６
月　

日（
水
）午
前

１５

　

時
〜

１０申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／

■
図
書
館
中
央
館

（
℡　

‐
３
２
２
５
・　
　

‐
７
１
１
８
）

２２

ＦＡＸ
２２

■
図
書
館
三
和
分
館

（
℡　

‐
４
７
１
５
・　
　

‐
４
７
１
６
）

５８

ＦＡＸ
５８

■
図
書
館
夜
久
野
分
館

（
℡　

‐
１
０
６
６
・　
　

‐
１
０
６
６
）

３７

ＦＡＸ
３７

■
図
書
館
大
江
分
館

（
℡　

‐
１
０
１
７
・　
　

‐
１
０
１
７
）

５６

ＦＡＸ
５６

参加募集

厚
生
会
館
で
展
覧
会
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
厚
生
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

ウ
ィ
ー
ク
」

村村村村村村村村村村
上上上上上上上上上上
康康康康康康康康康康
成成成成成成成成成成
ささささささささささ
んんんんんんんんんん

 
村  
上  
康  
成 
さ
ん

む
ら 
か
み 
や
す 
な
り

おおおおおおおおおお
はははははははははは
なななななななななな
しししししししししし
会会会会会会会会会会
＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆
講講講講講講講講講講
演演演演演演演演演演
会会会会会会会会会会
開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催

お
は
な
し
会
＆
講
演
会
開
催

＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊

研修内容／会議の進行方法や、意見の聴き方、意見の調整の
仕方などを学びます。
募集人数／１０人程度
応募条件／市内在住・在勤・在学の１８歳以上の人で、原則す
べての研修会に参加いただける人
参加費／無料
応募方法／任意の用紙に郵便番号・住所（市外在住の人は通
勤・通学地も記入）・氏名・年齢・電話番号と、まちづくりにつ
いての経歴や思いを記入のうえ、直接または郵送・ファク
ス・Ｅメールで市長公室企画調整係まで。
募集締切／６月２４日（金）必着
研修会日程（予定）　いずれも午後１時３０分～４時３０分
　　　　　　　　　（７月２４日（日）のみ午前１０時～午後４時）

　なお、今回の研修参加者の中から４人は、９月から５回程度
開催予定の「市民協働推進会議（※２）」において、ファシリ
テーターとしてご参加いただきます。（報酬として１万円／
回（予定）を支給します）
※ 1　ファシリテーターとは
　会議やミーティング、住民参加のまちづくり会議において、
議論に対して中立な立場を保ちながら話し合いに介入し、議
論をスムーズに調整しながら、合意形成や相互理解に向けて
深い議論がなされるよう調整する役割を負った人のことです。
※２　市民協働推進会議とは
　「自治基本条例の骨格」「新たな地域運営のあり方」、市民・
地域・ＮＰＯ・企業（事業者）・行政などの役割、市民協働を推
進するために何が必要か　などについて検討していただく
ために設置するものです。
■市長公室企画調整係（℡２４‐７０３０・ＦＡＸ２３‐６５３７）
　〒６２０‐８５０１　福知山市字内記１３番地の１
　Ｅメール　ｋｉｋａｋｕ＠ｃｉｔｙ．ｆｕｋｕｃｈｉｙａｍａ．ｋｙｏｔｏ．ｊｐ

　市民力を生かした協働のまちづくりを進めるため、地域やまちづくり活動などの現場で、重要な役割を担う人材として
ファシリテーター（※１）を育成する研修会を開催します。

と　こ　ろと　　　き
成美大学（西小谷ケ丘）７月９日（土）第１回研修会

市民会館２２号室
（内記三丁目）

７月２３日（土）第２回研修会
７月２４日（日）第３回研修会
８月６日（土）第４回研修会
８月２７日（土）第５回研修会

市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民のののののののののの力力力力力力力力力力ででででででででででままままままままままちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりをををををををををを！！！！！！！！！！市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働公公公公公公公公公公共共共共共共共共共共人人人人人人人人人人材材材材材材材材材材育育育育育育育育育育成成成成成成成成成成（（（（（（（（（（フフフフフフフフフファァァァァァァァァァシシシシシシシシシシリリリリリリリリリリテテテテテテテテテテーーーーーーーーーータタタタタタタタタターーーーーーーーーー研研研研研研研研研研修修修修修修修修修修会会会会会会会会会会））））））））））参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集！！！！！！！！！！市民の力でまちづくりを！ 市民協働公共人材育成（ファシリテーター研修会）参加者募集！

＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊・＊

※表示板の書き換えは順次行います。
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福知山市生涯学習まちづくり出前講座
　市内に在住・在勤・在学するみなさんが主催する催しへ、市職員などが出向き、制度の説明
や講演を行います。
　申込方法／原則１カ月前までに、希望講座・開催希望日時を電話またはファクスで、
　　　　　　生涯学習課（℡２４‐７０６４・ＦＡＸ２４‐４８８０）まで。

時間（分）講　　　　座　　　　名番号時間（分）講　　　　座　　　　名番号
60消費生活出張講座2960福知山市の総合計画について1
60年金制度の概要3060福知山市の行政改革について2
60福知山千年の森づくりについて3160広報紙の作り方3
60福知山市農山村活性化計画について3260市民憲章の具現化について4
45農山村空き家バンク制度の概要3360地域のまちづくり活動の事例について5
60福知山市の農業の概要3430国民文化祭について6
30福知山市中心市街地活性化基本計画について3560福知山市の観光ビジョン7
60福知山市の産業振興について3690ニュースポーツ講座8
60まちづくりと都市計画3760健康体操9
60都市公園の現状と将来展望3890体力テスト10
60景観まちづくりについて3960地域の防災力を高めるために11
60福知山駅周辺の整備について4060洪水・土砂災害・地震防災マップの活用12
30土地区画整理事業について4160福知山市の財政について13
30安心安全なまちづくり4260税金のしくみ14
30道路ネットワークづくり4360環境問題出張講座15
60やさしさと自然を結ぶ下水道4460ごみ減量とリサイクル16
30議会のしくみ4560乳幼児の子育て事業17
30選挙制度のしくみ4660健康づくり事業18
60生涯学習について4760季節に応じた健康管理講座19
45ビデオを活用した人権学習4860障害福祉サービスの概要20
60私たちの文化財、歴史探検4990介護保険制度の概要21
60本の探し方講座5090認知症サポーター養成講座22
30たのしいお話し会5160地域包括支援センターについて23
90読みきかせ講座5260介護予防教室24
90わが家の安心安全講座5360介護保険サービス以外の高齢者への支援事業について25
90応急手当講習会5460後期高齢者医療制度の概要26
60市民生活とライフライン（ガス事業）5560共にしあわせを生きるまちづくりのために27
60市民生活とライフライン（水道事業）5660男女共同参画の推進について28

福知山市文化公演自主事業10周年記念 

田村 響 

兵庫芸術文化センター管弦楽団 

（ピアノ） 
２００７年ロン・ティボー 
国際コンクール優勝 

阪神淡路大震災の文化復興シンボルとして結成 

仙台フィルハーモニー 
管弦楽団指揮者 

（指揮） 
た むら ひびき 

　厚生会館のスタインウェイピアノを使用して毎年開催している本事業の１０周年を記念して、今年は世界で活躍さ
れているピアニスト田村 響さんをお迎えし、以前から市民のみなさんから強い要望があったオーケストラによるコ
ンサートを実施します。 
　オーケストラには、平成７年に神戸で起きた震災の復興シンボルとして結成された管弦楽団「兵庫芸術文化セン
ターオーケストラ」を迎え、また、指揮者には「仙台フィルハーモニー管弦楽団」の山下一史さんを迎えて、東
日本大震災の復興支援の意味も込めて開催します。 

山下一史 
やま した かず ふみ 

と　き／９月２５日（日）午後３時開演（予定） 
ところ／厚生会館（西中ノ町） 
チケット代（全席指定）／一般　３，０００円 
　　 小学生以上高校生以下　１，５００円 

販売方法／往復はがきによる申し込み(１通につきチケット２枚まで。同一人 
が複数の申込みをした場合は１通とみなします。) 
※座席位置は、抽選で決定します。(１階・２階の希望にそえない場合がありま 
　す。) 
※車イス席希望の人は「車イス席希望」と明記してください。 
※未就学児童の入場はご遠慮ください。 
申込受付期間／７月４日（月）～７月１５日（金）必着 
座席位置・チケットの引き換え／返信はがきでお知らせします。引き換えは、 
厚生会館で行います。 
問い合わせ先／福知山市文化公演自主事業実行委員会事務局（まちづくり 
推進課内℡２４‐７０３３・FAX２３‐６５３７） 

往信はがき（表） 返信はがき（裏） 返信はがき（表） 往信はがき（裏） 

6

福知山市中ノ170番地の5 
　福知山市厚生会館 

兵庫芸術文化センター 
オーケストラ 

チケット申込係　行 

2 0 0 0 3 4 何も書かないでください。 
座席位置を印刷して
返送します。 

 往
信 

6

あなたの住所 

（記入例） 
①あなたの住所（〒） 
②あなたのお名前 
③あなたの電話番号 
④チケットの種類 
　一般　　　 ■枚 
　小学生以上 
　高校生以下 ■枚 
　■階席（1階・2階） 
※合計1人2枚まで 
※車イス席を希望される人 
は「車イス席希望」と明記 
してください。 

あなたの名前  様 

2 0 ● ● ● ● 返
信 

〈
キ
リ
ト
リ
〉 

〈
キ
リ
ト
リ
〉 
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入
所
条
件

▼
福
知
山
市

大
江
地
域
へ

の
転
入
希
望

者
。

▼
お
お
む
ね

　

歳
以
下
の

４５人
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
。

▼
秩
序
ま
た

は
風
紀
を
乱

さ
な
い
人
。

入
所
の
決
定
／
運
営
委
員
会
で
の
意
見
を

聴
き
入
所
を
決
定
し
ま
す
。

入
所
日
／
８
月
１
日（
月
）

申
請
に
必
要
な
書
類

①
入
所
申
請
書　

②
申
込
理
由
書

※
①
②
と
も
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
・
三

和
支
所
・
夜
久
野
支
所
・
大
江
支
所
に
あ

り
ま
す
。

③
入
所
を
希
望
す
る
人
全
員
の
住
民
票
の

写
し
（
ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事

項
証
明
書
）

④
入
所
を
希
望
す
る
人
全
員
の
所
得
を
証

明
す
る
書
類

申
請
書
配
布
／
６
月　

日（
金
）〜

１０

申
請
受
付
／
６
月　

日（
水
）〜　

日（
金
）

１５

２４

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分
に
大
江

３０

１５

支
所
地
域
振
興
係（
℡　

‐
１
１
０
２
・

５６

　
　

‐
２
０
１
８
）ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ＦＡＸ
５６

※
土
・
日
は
除
き
ま
す
。

福福福福福福福福福福福福福福福福福
知知知知知知知知知知知知知知知知知
山山山山山山山山山山山山山山山山山
市市市市市市市市市市市市市市市市市
鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼鬼
ののののののののののののののののの
里里里里里里里里里里里里里里里里里
ＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵ
タタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーー
ンンンンンンンンンンンンンンンンン
プププププププププププププププププ
ラララララララララララララララララ
ザザザザザザザザザザザザザザザザザ
ののののののののののののののののの
入入入入入入入入入入入入入入入入入
所所所所所所所所所所所所所所所所所
募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業

　

市
で
は
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
住
宅
の
耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ

る
人
に
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し

ま
す
。

対
象
住
宅
／
木
造
住
宅
で
、
次
の
条
件
を
す

べ
て
満
た
す
も
の
。

①
住
戸
の
半
分
以
上
が
住
宅
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
も
の
。（
２
階
建
以
下
が
対
象
）

②
昭
和　

年
５
月　

日
以
前
に
着
工
さ
れ
、

56

31

完
成
し
て
い
る
も
の
。

③
在
来
軸
組
工
法
、
枠
組
壁
工
法
の
住
宅
。

（
特
殊
な
工
法
は
除
く
）

派
遣
す
る
耐
震
診
断
士
／
京
都
府
に
木
造
住

宅
耐
震
診
断
士
登
録
を
し
て
い
る
人
。

必
要
な
費
用
／
３
０
０
０
円
（
戸
当
り
）

必
要
書
類
／

①
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
申
込
書
。

②
建
築
確
認
通
知
書
、
固
定
資
産
税
課
税
台

帳
な
ど
所
有
者
、
建
築
年
月
日
の
わ
か
る

書
類
。

③
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
同
意
書
。（
所
有

者
と
居
住
者
が
違
う
場
合
）

④
簡
易
耐
震
診
断
結
果
書（「
誰
で
も
で
き
る

わ
が
家
の
耐
震
診
断
」）。

⑤
建
物
の
外
観
写
真
（
２
方
向
）

⑥
印
鑑

募
集
戸
数
／　

戸
１５

書
類
配
布
お
よ
び
募
集
期
間
／

６
月　

日
（
月
）
〜
７
月　

日
（
金
）

１３

１５

※
た
だ
し
、
募
集
戸
数
に
達
し
次
第
締
切

そ
の
他
／
申
込
書
類
は
建
築
課
お
よ
び
各
支

所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
電
話
で

の
受
付
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
建
築
課
建
築
第
二

係（
℡　

‐
7
0
5
8
・　
　

‐
６
５
３
７
・
E

24

ＦＡＸ
2３

メ
ー
ル　kentiku@

city.fukuchiyam
a.kyoto.jp

）

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
を
皆
さ
ん

の
お
宅
に
派
遣
し
ま
す

Uターンプラザ１（公庄上）

※入所時、別途保証金１００,０００円が必要です。

共益費使用料募集数
１，０００円/月４０，０００円/月2室2LDK

募集施設

Uターンプラザ２（波美）
共益費使用料募集数

１，０００円/月４２，０００円/月3室2LDK
１，０００円/月３５，０００円/月4室2LDK

　

福
祉
職
場
未
経
験
の
人
、福
祉
施
設
や

仕
事
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
人
へ
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。参
加
費
無
料
で

す
。

と
き
／
６
月　

日（
水
）

２２

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

と
こ
ろ
／
北
部
福
祉
人
材
カ
フ
ェ（
篠
尾

新
町
一
丁
目　
　

エ
ー
ス
ビ
ル
３
階　

京

１４

都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
北
部
サ
テ
ラ
イ
ト
内
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／

京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
北
部
福
祉
人
材
カ

フ
ェ（
℡　

‐
３
８
７
８
・　
　

‐
３
８
８
８
）

２２

ＦＡＸ
２２

再
就
職
を
応
援
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
！

　
再
就
職
お
う
え
ん
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
助
成
金

　

再
就
職
を
目
指
し
て
、職
業
能
力
向
上

の
た
め
の
講
座
・
講
習
な
ど
を
受
講
さ
れ

る
と
き
に
必
要
な
入
学
金
・
受
講
料（
教
材

費
含
む
）の
３
分
の
２
を
最
大
５
万
円
ま

で
助
成
し
ま
す
。

事
業
実
施
期
間
／
平
成　

年
３
月　

日
ま

２４

３１

で対
象
と
な
る
講
座
／
国
の
教
育
訓
練
給
付

金
制
度
で
、厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

資
格
取
得
を
目
指
す
た
め
の
講
座
で
、平

成　

年
８
月
１
日
以
後
に
受
講
開
始
し
、

２１
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
受
講
を
終
了

２４

３１

す
る
も
の

助
成
対
象
者
／
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
　
（
１
）前
述
の
講
座
を
終
了
し
た
人

　
（
２
）市
内
に
住
所
が
あ
る
人

　
（
３
）平
成　

年　

月
１
日
以
後
に
離
職

２０

１０

し
た
人

　
（
４
）ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
、

求
職
活
動
中
の
人

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
商
工
振
興
課

産
業
振
興
係（
℡　

‐
７
０
７
５
・　
　

‐
６

２４

ＦＡＸ
２３

５
３
７
）

　

新
た
に
創
業
す
る
起
業
者
が
、平
成　
２３

年
４
月
１
日
か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま

２４

３１

で
に
、次
の
融
資
制
度
を
利
用
さ
れ
る
と

き
、各
融
資
の
半
年
間（
償
還
１
回
目
か
ら

６
回
目
分
）の
金
利
相
当
分
を
全
額
助
成

金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

▼
京
都
府
…
創
業
、経
営
継
承
支
援
融
資

…
創
業
一
般
型
ま
た
は
創
業
、経
営
継
承

支
援
融
資
…
創
業
支
援
型
▼
日
本
政
策
金

融
公
庫
…
新
規
開
業
資
金
ま
た
は
女
性
、

若
者
／
シ
ニ
ア
起
業
家
資
金

対
象
者
／
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
ま

た
は
法
人
な
ど

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
／
商
工
振
興
課

産
業
振
興
係（
℡　

‐
７
０
７
５
・　
　

‐
６

２４

ＦＡＸ
２３

５
３
７
）

入
門
編「
福
祉
・
介
護
の
仕
事
っ
て
？
」

入
門
編「
福
祉
・
介
護
の
仕
事
っ
て
？
」

福
祉
・
介
護
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー

福
祉
・
介
護
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー

新
規
創
業
を
目
指
す
起
業
者
を

お
う
え
ん
し
て
い
ま
す
！

労
働
保
険
料
の
申
告
納
付
は
７
月　

日（
月
）ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。※
土
・
日
・
祝
は
除
く　

な
お
、昨
年
度
と
同
様「
石
綿
健
康
被
害
救
済
法
」に
基
づ
く
一
般
拠
出
金
の
申

１１

告
納
付
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
■
京
都
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
課（
℡
０
７
５
‐
２
４
１
‐
３
２
１
３
・　

０
７
５
‐
２
４
１
‐
３
２
３
３
）

ＦＡＸ

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ
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６
月　

日（
木
）　
は
、国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料（
い
ず
れ
も
第
１
期
分
）、市
・
府
民
税（
普
通
徴
収
分
・
い
ず
れ
も
第
１
期
分
）の
納
期
限
日
で
す
。

３０

■
保
険
課
国
保
料
係（
℡　

‐
７
０
１
９
）■
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係（
℡　

‐
７
０
１
３
）■
税
務
課
市
民
税
係（
℡　

‐
７
０
２
４
）■
代
表　
　

‐
６
５
３
７

２４

２４

２４

ＦＡＸ
２３

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、今
年
の
７
月　

日
ま
で
に
終
了
し
、地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送（
地
デ
ジ
）に
変
わ
り
ま
す
。地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
問
い
合
わ
せ

２４

は
、総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
℡
０
５
７
０
‐
０
７
‐
０
1
０
1
）・
デ
ジ
サ
ポ
京
都（
℡
０
７
５
‐
３
３
０
‐
３
０
３
０
）ま
で

地
デ
ジ
相
談
の
ご
案
内

　由良川の清らかな水と緑の山々に囲まれた福知山は、太古より、豊かな歴
史と文化を育んできました。その深い歴史を裏付けるように、この地には国
の指定文化財をはじめとして、京都府下でも屈指の数の文化財が伝えられ
ています。教育委員会では、市内に所在する合計２０６件の指定文化財群のう
ち、平成９年以降に指定された文化財、旧三和町・旧夜久野町・旧大江町の指
定文化財など、計１０３件の建造物や美術工芸品などを新たに収録した福知
山市指定文化財図録Ⅱを刊行しました。 
A４版並装本、全１３２㌻（カラー図版８６㌻） 
販売価格／２，１００円（税込） 
販売場所／市役所１階会計室窓口および各支所窓口、福知山城（郷土資料館）、日
本の鬼の交流博物館、夜久野町化石・郷土資料館 
※このほか、平成９年刊行指定文化財図録（５，２５０円（税込）も好評発売中。 
　今回刊行図録と２冊セットなら合計６，３００円（税込）でお求めいただけます。 

今回の図録Ⅱの刊行を記念して、来月の広報ふく 
ちやま７月1日号から福知山の文化財を紹介する 
｢シリーズ福知山の文化財－未来への遺産－｣の連 
載を始めます。ご期待ください。 

福知山市納付相談のお知らせ
　京都地方税機構　中丹地方事務所職員
による、市税・国民健康保険料の納期を
過ぎた人の納付相談を行います。
と　き／６月３０日（木）
　　　　午前９時～午後４時
ところ／市役所２階　税務課（内記三丁目）
　詳細については、京都地方税機構　中
丹地方事務所（℡５６‐０３４０・ＦＡＸ５６‐０７４０）に
お問い合わせください。

※京都地方税機構中丹地方事務所では、
随時納付相談を行っています。

　

消
防
本
部
･
消
防
署
・
東
分
署
･
北
分
署

で
は
、常
時
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
ほ
か
、次

の
日
程
で
も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
／

▼
６
月　

日（
月
）三
和
支
所（
千
束
）　

１３

▼
６
月　

日（
月
）夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

２０

（
夜
久
野
町
下
町
）

▼
６
月　

日（
月
）大
江
町
総
合
会
館（
中
央
）

２７

い
ず
れ
も
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

※
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
で
、取
り
付
け
に
お

困
り
の
時
は
、住
宅
用
火
災
警
報
器「
取
り
付

け
お
助
け
隊
」が
お
伺
い
し
ま
す
。ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
火
災
警
報
器
な
ど
の
斡
旋
･
販
売
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

■
消
防
署
予
防
課
住
民
安
全
係

（
℡　

‐
５
１
１
９
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

‐
５
４
５
８
）

２３

２２

すべての住宅には住宅用火災警報器の

設置が義務付けられています
住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
窓
口
を

住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
窓
口
を

住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

カ
ン
ち
ゃ
ん　

あ
ー
ぁ
、
６
月
に
な
っ
て
急
に
暑

な
っ
た
な
あ
。
今
日
か
ら
ク
ー
ル
ビ
ズ
や
言
う
て
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
も
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
で
涼
し
そ

う
や
っ
た
で
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

今
年
は
５
月
か
ら
ク
ー
ル
ビ
ス
が
始

ま
っ
た
そ
う
や
で
。
涼
し
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
も
あ
る
ら

し
い
で
。
大
震
災
や
原
子
力
発
電
所
の
運
転
停
止

の
影
響
で
、
夏
は
関
西
で
も
頑
張
っ
て
節
電
せ
な

あ
か
ん
ら
し
い
で
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

う
ち
は
「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
に

挑
戦
し
て
、
エ
ア
コ
ン
代
節
約
し
よ
思
と
る
ん
や
。

そ
や
け
ど
、
一
割
も
節
電
し
て
や
と
言
わ
れ
た
ら

何
し
た
ら
え
え
ん
や
ろ
。
テ
レ
ビ
や
照
明
を
こ
ま

め
に
切
っ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
そ
う
や
け
ど
…
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

節
電
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
や
ら
扇
風
機
が

売
れ
て
る
そ
う
や
で
。
エ
ア
コ
ン
は
設
定
温
度
を

１
度
上
げ
る
と　

㌫
節
電
で
き
る
そ
う
や
。
扇
風

１０

機
で
エ
ア
コ
ン
の
冷
気
を
直
接
体
に
あ
て
れ
ば
涼

し
く
過
ご
せ
る
ら
し
い
で
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

へ
〜
！
扇
風
機
も
使
い
方
に
よ
っ
て

節
電
に
つ
な
が
る
ん
や
な
〜
。
昼
間
は
「
み
ど
り

の
カ
ー
テ
ン
」
と
扇
風
機
で
暑
い
夏
を
乗
り
切
れ

そ
う
な
気
が
し
て
き
た
わ
。

ビ
ン
ち
ゃ
ん　

一
人
ひ
と
り
が
ち
ょ
っ
と
ず
つ
で
も
、

関
西
の
ひ
と
み
ん
な
が
頑
張
っ
た
ら
す
ご
い
量
の

節
電
が
で
き
る
さ
か
い
、
声
掛
け
合
っ
て
が
ん
ば

ろ
か
。

カ
ン
ち
ゃ
ん　

了
解
！

　

地
域
の
重
要
な
交
通
手
段
で
あ
る
北
近

畿
タ
ン
ゴ
鉄
道（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）を
守
り
、よ
り

利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、一
緒
に
考

え
応
援
し
て
い
く「
Ｋ
Ｔ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
」の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
会
員
・
年
会
費

▽
一
般
会
員
３
年　

３
０
０
０
円

▽
一
般
会
員
１
年　

１
０
０
０
円

※
一
般
会
員
の
入
会
に
あ
わ
せ
て
無
料
で

家
族
会
員
の
登
録
が
で
き
ま
す
。

特
典

▽
会
員
優
先
イ
ベ
ン
ト
列
車
の
案
内

▽
列
車
利
用
で
貯
ま
る
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

の
進
呈　

ほ
か

※　

ポ
イ
ン
ト
貯
ま
る
と
加
盟
店
で
５
０

１０
０
円
分
の
買
い
物
に
利
用
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
申
込
書
と
入
会
金
を（
社
）天
橋

立
観
光
協
会
（
天
橋
立
駅
１
階
ま
た
は
宮

津
駅
１
階
℡
０
７
７
２
‐　

‐
８
０
３
０
・

２２

　

０
７
７
２
‐　

‐
８
７
１
０
）
ま
で
。

ＦＡＸ

２２

※
入
会
金
は
銀
行
振
込
、
郵
便
振
替
で
払

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
申
込

書
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
生
活
交
通
課
・
各
支
所
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
Ｋ
Ｔ
Ｒ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp://ktr

‐tetsudo.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

Ｋ
Ｔ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
が
使
用
で
き
る
加
盟
店
も
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
生
活
交
通
課
（
℡　

‐
７
０
２
０
・　
　

２４

ＦＡＸ
２３

‐
６
５
３
７
）

Ｋ
Ｔ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
会
員
募
集
！
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広
報
ふ
く
ち
や
ま
は
１
日
号
を
毎
月
第
１
木
曜
日
、　

日
号
を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
次
回
６
月　

日
号
は
、
６
月　

日（
木
）に
配
布
し
ま
す
。

１５

１５

１６

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。■
市
長
公
室
広
報
係（　
　

‐
７
０
０
０　
　
　

‐
７
０
２
３　

Ｅ
メ
ー
ル　h

isyo
@
city.fu

ku
ch
iya
m
a
.kyo
to
.jp

）

ＴＥＬ
２４

ＦＡＸ
２４

※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

歯科医院で定期的に健診を受けている人の割合 

20.0% 

18.0% 

16.0% 

14.0% 

12.0% 

10.0% 

8.0% 

6.0% 

4.0% 

2.0% 

0.0%
20代 

3.0％ 

12.8％ 

3.7％ 

17.8％ 

11.5％ 

18.4％ 

7.4％ 

12.3％ 12.4％ 
13.4％ 

4.4％ 

9.8％ 

3.0％ 

5.0％ 

30代 40代 

■男　■女 

50代 60代 70代 80代以上 

健康増進計画  知っ得シリーズ Ｐａｒｔ3

けんこウサギちゃん　と１０００歩くんのいきいき健康トーキング 
：６月４日は「６（む）４（し）」にちなんで虫歯予防の日 
　で、６月４日から６月１０日までの１週間が歯の衛生 
　週間なんだ。そこで、第３回は「歯の健康」につい 
　てお話するよ～！ 
　１０００歩くんは右のグラフを見てどう思うかな？ 
：全体的に２０㌫以下と低い結果なんだね！あと、６０代 
　以外は男女の差が開いているのがわかるよ。 
：そうなんだ。非常に低い結果が出てしまったんだけ 
　ど、定期的に歯科健診・メンテナンスを受けること 
　はすごく大事なことなんだ！ 
：メンテナンスって初めてきいたよ！！  
：それじゃあ～♪説明するよ～！ 

健康ＵＰ！ のために ☆一人ひとりが心がけてほしい5項目☆ 

①食べたら歯を磨こう 
②力を入れ過ぎず、ていねいに時間をかけて歯を磨こう 
③お口の健康と全身の健康の関係性を知ろう 
④歯ブラシ以外の清掃用具を活用しよう 
⑤定期的に歯科健診・メンテナンスを受けよう 

★一人ひとりが心がけてほしい5項目★ 

歯科医院でメンテナンスを受け、さらに自分でお口のケアをし、健康を維持しようね☆ 歯科医院でメンテナンスを受け、さらに自分でお口のケアをし、健康を維持しようね☆ 

健康増進計画について詳しく知りたい人は市ホームペー
ジで確認できます。電話・ファックスでのお問い合わせ
は健康推進室（℡２３‐２７８８・ＦＡＸ２３‐５９９８）までお願いします。 

　歯科医院で定期的にお口のケアをすることです。特に歯周病を予防するためには、
歯科医院でのメンテナンスが必要不可欠です。メンテナンスにはお口の中の検査はも
ちろん、歯のクリーニングや歯石取り、フッ素塗布などがあります。 

　歯の健康を保つということは、美味しく食事をすることや会話を楽しむだけでなく、体全体の
健康とも関係しています。毎日、時間をかけてお口のお手入れを行うことや定期的に歯科健診
を受けることで「むし歯」や「歯周病」の予防につながり、健康を維持することができます。 

歯のメンテナンス（手入れ）って？ 歯のメンテナンス（手入れ）って？ 歯のメンテナンス（手入れ）って？ 

し せき と ふ 

6024（ろくまるにーよん）から 
めざせ！ 8020（はちまるにーまる） 

…………… 60歳で自分の歯が24本以上 

　　……… 80歳で自分の歯が20本以上 
　　　　　　　　　　　あることを目標に！！ 

（資料：平成２２年健康増進計画アンケート結果） 

デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス 

糸
よ
う
じ 

歯
間
ブ
ラ
シ 

舌
ブ
ラ
シ 

歯ブラシ以外にも色々な清掃用具があるんだよ～♪ 

歯が健康だと体も元気！！ 

歯ブラシ以外にも色々な清掃用具があるんだよ～♪ 

知っていますか！？
 

知っていますか！？
 

?
??

?
済 歯 

済 栄養・食生活 済 たばこ 


